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〜市民みんなで安心していきいきと暮らしているまちの実現に向けて〜

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
で
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

近
年
、
国
の
法
改
正
な
ど
に

伴
い
地
方
の
公
的
機
関
に
よ
る

新
し
い
福
祉
施
策
が
遂
行
さ
れ

福
祉
課
題
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
の
設
置
・
運
営
支
援
な
ど
、

活
動
拠
点
づ
く
り
を
支
援
し
地

域
の
ふ
れ
あ
い
や
関
係
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
海
南
市
社
会
福
祉
協

議
会
は
、「
市
民
み
ん
な
で
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て

い
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
地
域

福
祉
活
動
を
推
進
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
地
域
か
ら
孤
立
さ
れ

て
い
る
方
々
は
年
々
増
え
続
け

る
実
情
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の

よ
う
な
問
題
は
地
域
住
民
や
地

域
福
祉
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
尽

力
な
し
に
、
公
的
な
制
度
、
施

策
だ
け
で
は
到
底
、
解
決
し
得

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
海
南

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
き
ま

し
て
も
、
海
南
市
か
ら
受
託
し

て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
助
け
合
い
・

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
な
ど
、
市
民
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
社
会
福
祉
関
係
者
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

来る２月１７日（土）下津保健福祉センターにおいて「きて みて 体験 ボラン
ティアの集い」が開催されます。

この集いは、下津町ボランティア連絡協議会の主催で開催され、ボランティ
アへの理解と普及・啓発を目的とした参加・体験型のイベントです。

このイベントでバザーを実施するにあたり、日用品（新品のタオル・洗剤・石け
ん等）をご寄贈ください。

ご協力いただける方は、下記までお寄せいただきますようお願いします。
ただし、交通手段を持たない方や、持ち込めない方はご相談ください。
なお、バザーの収益金は、開催経費の一部として活用させていただきます。
集いの詳細は、次号に掲載予定です。

［締 切 日］	 平成３０年２月２日（金）
［受 付 場 所］	 海南市社会福祉協議会下津事業所
	 　海南市下津町上１４番地６　下津保健福祉センター	１階
	 　☎	４９３－２７１１

きて みて 体験
ボランティアの集い

日用品
ご寄贈ください

助
け
合
い 

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

海
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　

濵
　
井
　
兵
　
甲
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そだてよう！
ふ く し め

人権学習の取り組みとして、地域を基盤とした“中学生による主体的・対話的な学びと実践プログラム”
に取り組んできた亀川中学校１年生。地域で活動されている方のお話を聞いたり、高齢者のお宅へインタ
ビューに行ったり、中学生の目線で「亀川地域の困りごと」を整理しました。
自分たちが暮らす亀川をよりよくするため、しあわせにするために、私たちにできることはなんだろう。
グループで話し合いを重ね、地域の方々にご協力いただきながら、自分たちで考え、行動しました。

亀川中学校１年　福祉教育　年間プログラム（計22時間）

亀川のまちをよくしよう！プロジェクト

第１回第２回

第３回 第４回

第７・８回 第5・6回

ふくしって何だろう？
亀川の地域活動を知る

ご近所助け合いゲーム
亀川の地域資源の整理

高齢者
インタビュー
準備

地域課題の整理

高齢者インタビュー当日・地域調査

私たちにできることを考える（作戦会議）

民生委員児童委員協議会や地域の方々にご協力いただき、インタビュー・地域調査に
行きました！「買い物に困っている」「ひなん場所が遠い・少ない」など、亀川の困りご
との他、高齢者のくらし、昔の亀川のことなどたくさんのことを教えていただきました。

地域の方々の所に相談に行ったり、グループで話し合いを重ねながら、地域福祉
活動の実践に向けて準備をすすめました。

インタビュー内容を
まとめ、亀川の困り
ごと（地域課題）を
整理！
その中から、自分た
ちが取り組む課題を
決定しました。

自分たちにも
できることがある！

自治会、民生委員児童委員
協議会、友愛クラブ、女性会、
福祉施設、ボランティアなど

中学生も
地域の一員

★高齢者に聞いてみ
たいことを考える

★亀川の良いところ、
困りごと（地域課題）
を予想する

ふくしとは、
ふ だんの く らしの

し あわせ
◯ ◯

◯
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こ
の
交
流
会
は
、障
害
者
施

設
や
団
体
等
の
方
々
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
交
流
会
を
通
じ
て
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
、お
互
い
の
連
帯
感
の

向
上
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

午
前
の
部
で
は
、亀
川
人
形
劇

サ
ー
ク
ル
は
ち
の
巣
に
よ
る「
か

に
む
か
し
」を
観
劇
し
、そ
の
後

災
害
に
関
す
る
○
×
ク
イ
ズ
、グ

ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
を
行
い

午
前
の
部
は
終
了
し
ま
し
た
。

昼
食
に
は
、今
年
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
手
作
り
し
た
ち
ら
し

寿
し
弁
当
を
み
ん
な
で
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、今
年
新
成
人

に
な
ら
れ
る
４
名
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
、会
場

全
員
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
菜
の

花
に
よ
る
紙
芝
居
「
い
っ
す
ん

ぼ
う
し
」、な
か
よ
し
会
に
よ
る

「
腹
話
術
」を
鑑
賞
し
た
後
、

最
後
は
大
野
フ
ラ
ワ
ー
ズ
に
よ
る

「
踊
り
」を
み
ん
な
で
踊
り
な

が
ら
会
場
内
を
練
り
歩
き
、大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
場
は
、終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
終
わ
り
を
迎
え
ま
し

た
。障

害
者
施
設
や
団
体
等
の

方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
合
わ

せ
１
１
９
名
の
方
が
参
加
さ

れ
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
と

共
に
、お
互
い
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

み
ん
な
笑
顔
で
楽
し
い
ひ
と
時
!!

海南市社会福祉協議会では、これからも学校・地域と共に福祉の学びを推進してまいります。

第9・10回
第11・12回 地域福祉活動実践！想いをカタチに！

活動報告会

→買い物ツアー開催

買い物で重い荷物を
運べない

→小学校であいさつ運動

あいさつが少ない 交流がない

→地域で交流会

困りごとを解決するために、自分たちで考え、動きました！

上記以外にも、避難所の啓発や交通安全のポスターを作ったり、親子クラブを
盛り上げる活動をしたり、各班で趣向を凝らした活動を実践しました。

最後は、地域の方々に向
けて活動報告会を実施。
たくさんの方にお越しい
ただきました。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

全
て
の
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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〜この広報紙は、共同募金配分金及び社協会費の一部を活用して発行しています。〜

お問い合わせ
海南市社会福祉協議会
海南市日方1519-10
海南保健福祉センター内
☎073-483-6777
海南市社会福祉協議会下津事業所
海南市下津町上14-6
下津保健福祉センター内
☎073-493-2711

　皆様方の日常生活上の心配ごと相談に、相談員が応じています。
　費用は無料、秘密は厳守されますので、お気軽にご利用ください。
　１月の日程と相談員は、次のとおりです。
　また、下線のついている日は行政相談委員による相談も行っております。

心配ごと相談所開設日程

【 場 所 と 時 間 】
海南保健福祉センター１階
相談室１
午前１０時～午後４時

【 場 所 と 時 間 】
下津保健福祉センター１階
相談室１
午後１時～午後４時

・予約は必要ありませんが、お待ちいただく場合があります。 ・相談員が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　１月　５日（金）　追 田 暁 子、紙 谷 將 和、寺岡太一郎
　　　１２日（金）　朝 井 郁 子、杉 本 昌 子、小谷きみよ
　　　１９日（金）　宮 本 純 子、松 村 鈴 美、榊 原 文 夫
　　　２６日（金）　⻆井ちづ子、間 渕 節 子、井 上 　 弘

　１月１０日（水）　中 田 建 三、田 中 福 一、倉 方 弥 生
　　　２５日（木）　岡 本 文 夫、前 山 五 郎、宮 本 年 美

寄
附
お
礼

善
意
銀
行
並
び
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
ご
寄
附
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
11
月
７
日
～
12
月
６
日
）

［
敬
称
略
］

善
意
銀
行

　「
任
意
預
託
」【
現
金
】

・
美
咲
え
び
ね
花
の
会

・
セ
ツ
美
容
室

・
匿
名

社
会
福
祉
協
議
会

　「
一
般
寄
附
」【
現
金
】

・
ね
ぎ
焼
お
い
し
い
会

・
海
南
商
工
会
議
所
女
性
会

・
匿
名

赤い羽根共同募金運動が７０周年を迎えたことを記念して、地域のみんながささえあうことにより誰もが安心
して暮らせる和歌山のまちづくりを目指し、草の根的な助成を行います。

＜助 成 テ ー マ＞地域の災害予防対策の支援～災害時、避難が困難な方等を地域でささえあう～
＜助 成 対 象＞１年以上の活動実績があり、県内に所在、地域の社会福祉の推進を図ることを目的とする

住民団体やボランティア団体等
 【台風２１号で被害に遭われた地域対象・既に助成決定を受けた団体は対象外】
＜対 象 事 業＞地域の自主防災組織等で必要な災害対策用備品機器等購入
＜助 成 額＞１団体１０万円以内（但し助成対象事業費総額の９０％以内）
＜募 集 期 間＞平成３０年１月４日（木）〜１月２６日（金）
＜提出先・お問合せ＞海南市社会福祉協議会（海南市日方１５１９- １０、☎４８３−６７７７）

※和歌山県共同募金会 HP（http://www.akaihane-wakayama.or.jp/）をご覧ください。

ささえあう心を届けたい ～和歌山の命をつなぐ赤い羽根～
赤い羽根共同募金運動 ７０周年記念助成

募集のご案内【和歌山県台風 21 号災害支援】 


